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保護対象サイトとリカバリサイトのリソースを設定

ONTAP toolsでネットワーク マッピングを設定する

保護対象サイトの各リソースがリカバリサイトの適切なリソースにマッピングされるよ
うに、両方のサイトでVMネットワーク、ESXiホスト、フォルダなどのリソースマッピ
ングを設定する必要があります。

次のリソース設定を完了する必要があります。

• ネットワークマッピング

• フォルダマッピング

• リソースマッピング

• プレースホルダデータストア

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

手順

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *を選択します。

2. 保護対象サイトを選択し、*[管理]*を選択します。

3. [管理]タブで*>[新規]*を選択して、新しいネットワークマッピングを作成します。

4. Create Network Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. [Automatically Prepare Mappings for Networks with Matching Names]*を選択し、[次へ]*を選択しま
す。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの追
加]*を選択します。

c. マッピングが作成されたら、*[次へ]*を選択します。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*を選択します。

結果

[ ネットワークマッピング ] ページには、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示され
ます。環境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

ONTAP toolsでフォルダマッピングを設定する

保護対象サイトとリカバリサイトの間の通信を有効にするには、それらのサイトのフォ
ルダをマッピングする必要があります。

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

手順

1



1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *を選択します。

2. 保護対象サイトを選択し、*[管理]*を選択します。

3. [管理]タブで*>[フォルダ]*アイコンを選択して、新しいフォルダマッピングを作成します。

4. Create Folder Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [Automatically Prepare Mappings for Folders with Matching Names]*を選択し、[*Next]*を選択します。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの追
加]*を選択します。

c. マッピングが作成されたら、*[次へ]*を選択します。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*を選択します。

結果

[ フォルダマッピング ] ページには、保護対象サイトリソースとリカバリサイトリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

ONTAP toolsでリソースマッピングを設定する

仮想マシンがどちらか一方のホストグループにフェイルオーバーするように構成される
ように、保護対象サイトとリカバリサイトのリソースをマッピングする必要がありま
す。

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

VMware Live Site Recoveryでは、リソースはリソースプール、ESXiホスト、vSphereクラスタ
のいずれかになります。

手順

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *を選択します。

2. 保護対象サイトを選択し、*[管理]*を選択します。

3. [管理]タブで*>[新規]*を選択して、新しいリソースマッピングを作成します。

4. Create Resource Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [Automatically Prepare Mappings for Resource with Matching Names]*を選択し、[次へ]*を選択しま
す。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの追
加]*を選択します。

c. マッピングが作成されたら、*[次へ]*を選択します。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*を選択します。

結果

リソースマッピングページには、保護対象サイトリソースとリカバリサイトリソースが表示されます。環境内
の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。
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ONTAP toolsでプレースホルダデータストアを設定する

保護された仮想マシン (VM) 用にリカバリ サイトの vCenter インベントリ内のスペース
を予約するようにプレースホルダー データストアを構成します。プレースホルダ VM は
小さく、通常は数百キロバイトしか使用しないため、プレースホルダ データストアに必
要な容量は最小限です。

作業を開始する前に

• 保護されたサイトとリカバリ サイトが接続されていることを確認します。

• リソース マッピングが構成されていることを確認します。

手順

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *を選択します。

2. 保護対象サイトを選択し、*[管理]*を選択します。

3. [管理]タブで*>[新規]*を選択して、新しいプレースホルダデータストアを作成します。

4. 適切なデータストアを選択し、* OK *を選択します。

プレースホルダ データストアはローカル ストレージまたはリモート ストレージ上に存在で
きますが、レプリケーションは必要ありません。

5. 手順3~5を繰り返して、リカバリサイト用のプレースホルダデータストアを設定します。

ONTAP toolsのアレイマネージャを使用してSRAを設定する

VMware Live Site RecoveryのArray Managerウィザードを使用してStorage Replication

Adapter（SRA）を設定し、VMware Live Site RecoveryとStorage Virtual Machine（SVM

）の間のやり取りを有効にすることができます。

作業を開始する前に

• VMware Live Site Recoveryで保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があります。

• アレイマネージャを設定する前に、オンボードストレージを設定しておく必要があります。

• 保護対象サイトとリカバリサイト間のSnapMirror関係を設定し、レプリケートしておく必要があります。

• マルチテナンシーを有効にするには、SVM管理LIFを有効にしておく必要があります。

SRA では、クラスタレベルの管理と SVM レベルの管理がサポートされます。クラスタレベルでストレージを
追加すると、クラスタ内のすべてのSVMを検出して処理を実行できます。SVM レベルでストレージを追加す
る場合は、特定の SVM だけを管理できます。

手順

1. VMware Live Site Recoveryで、* Array Managers > Add Array Manager *を選択します。

2. 次の情報を入力して、VMware Live Site Recoveryでアレイについて説明します。

a. [Display Name] フィールドに、アレイマネージャを識別する名前を入力します。
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b. 「 * SRA Type * 」フィールドで、「 * ONTAP 向け NetApp Storage Replication Adapter 」を選択しま
す。

c. クラスタまたは SVM への接続情報を入力します。

▪ クラスターに接続する場合は、クラスター管理 LIF を入力する必要があります。

▪ SVM に直接接続する場合は、SVM 管理 LIF の IP アドレスを入力する必要があります。

アレイマネージャを設定するときは、ONTAP tools for VMware vSphereでストレー
ジシステムのオンボードに使用したのと同じ接続（IPアドレス）をストレージシス
テムに使用する必要があります。たとえば、アレイマネージャの設定範囲がSVMで
ある場合は、ONTAP tools for VMware vSphereのストレージをSVMレベルで追加す
る必要があります。

d. クラスターに接続する場合は、SVM 名 フィールドに SVM 名を指定するか、クラスター内のすべての
SVM を管理するには空白のままにします。

e. 検出するボリュームを * Volume include list * フィールドに入力します。

保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネーショ
ンボリュームを入力できます。

たとえば、ボリュームdst_vol1とSnapMirror関係にあるボリュームsrc_vol1を検出する場合は、保護対
象サイトのフィールドでsrc_vol1を指定し、リカバリサイトのフィールドでdst_vol1を指定する必要が
あります。

f. * （オプション） * Volume exclude list * フィールドに、検出対象から除外するボリュームを入力しま
す。

保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネーショ
ンボリュームを入力できます。

たとえば、volume_dst_vol1_とSnapMirror関係にあるvolume_src_vol1_を除外する場合は、保護対象サイ
トのフィールドで_src_vol1_を指定し、リカバリサイトのフィールドで_dst_vol1_を指定する必要があり
ます。

3. 「 * 次へ * 」を選択します。

4. アレイが検出され、[Add Array Manager]ウィンドウの下部に表示されていることを確認し、*[Finish]*を選
択します。

適切な SVM 管理 IP アドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリサイトでも同じ手順を実行します。ア
レイマネージャの追加ウィザードのアレイペアを有効にする画面で、正しいアレイペアが選択されているこ
と、および有効にする準備ができたことを確認する必要があります。
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